
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（小学校用） 
 

都道府県名 京都府 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 京都市立高倉小学校 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ２ ２ ２ ２ ２ １ １４ 

児童数 ８２ ６１ ６１ ６２ ５９ ５７ ２ ３８４ 
２１ 

 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題 

          自ら学び，生き生きと活動する子 
          

  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科 

○実施学年  ３，４，５，６年生 
○教科    社会科 
  （平成１４年度の全国社会科教育研究協議会の研究実績を受けて，学校として，   
  当該教科に関する研究の取組を深めるため） 
   
        

  (2) 年次ごとの計画 
平
成
14
年
度 

  

 

平 
成 
15 
年 
度 

○ テーマ 
地域教材を生かし，子どもたちが生き生きと学習する指導方法の確立 

○ 研究の見通し 
地域にある素材を学習に生かせるように教材化し，指導に生かせるように
する。 

○ 研究の内容・方法 
  ・社会科の基礎・基本の学力の定着をめざす指導と評価の在り方を研究す 
  る。 
  ・子どもが生き生きと学習する指導法を確立するため，吉祥院小学校と翔鸞小
学校と学校間交流や京都大学の田中研究室との連携して教材研究，授業作り等
の研究を行う。  

   
 

平 
成 
16 
年 
度 

○ テーマ 
  地域教材を生かし，子どもたちが生き生きと学習する指導方法の確立 
○ 研究の見通し 
  地域教材を利用し，子どもたちが生き生きと活動し，確かな学力を付ける 
  指導法の開発 
○ 研究の内容・方法 
・社会科の指導法の研究やその評価の実践的な方法を検討する。 
・学校間交流や大学との連携を行う。 

    ＊ 平成１５年度からの新規校については、平成１５、１６年度の計画について記入 
   すること。 



  (3) 研究推進体制 
・校内研究委員会―構成メンバー（学校長，教頭，副教頭，教務主任，研究主任，
                副研究主任，低・中・高学年代表）    
・社会科部会と京都大学田中研究室との共同研究 
・３校研究主任会―学校間交流（吉祥院小学校，翔鷥小学校） 
・授業研究会―研究発表会，全体授業研究会，教科部授業研究会 
      （授業研究を積み重ねて，教材研究と指導力の向上を図る） 

 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 

 研究発表会など計10回の公開授業を通して，教材研究・指導法の研究を行った。
 4年「消防署の仕事」「川をつくる～高瀬川～」「伝統的な工業のさかんな京都市」
の単元では，地域見学の効果的な方法やコミュニティーティーチャーなどを生かす
指導法についての研究が深められた。5年の単元では，地域のお米屋さんや商店街に
ある魚屋さんなど地域教材の活用の仕方を研究できた。また，「わたしたちの生活
と情報」では，近くのホテルのホームページなどを使い，ＰＣの活用など今日的な
手法を用いた学習のあり方について研究を進めた。6年「聖武天皇と都の文化」の単
元では，近くの晴明神社を，「戦争を体験した人々とくらし」では，戦争を体験し
た人の話を聞くなど地域教材や人材を活用した単元開発を行った。 
 学校間交流では，吉祥院小学校とは1度，翔鸞小学校とは2度交流をし，指導法に
ついて学習会を行い，研究を深めることができた。 
 京都大学の田中研究室とは，定期的に教室に授業に入ってもらい，教材づくりか
ら指導方法についてまで意見を出し合い研究的実践を推進することができた。 

  ２．今後の課題 
 引き続き地域教材の開発を続けながら，地域教材を生かした指導法の確立を行う。
 生き生きとした学習を確立するための指導法について，教師のかかわり方や，子
どもの意識の調査をどのように行うかを明らかにする必要がある。また，確かな学
力の定着について，その評価方法と，指導と評価の一体化をどのようにしていけば
いいのか明らかにしていきたい。 

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組 
校内研究委員会と京都大学田中研究室とで検討中。 

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
＊ 中間研究発表会（平成15年12月2日 高倉小学校 研究成果の発表） 
＊ 第32回教育展望セミナーにて報告（平成15年8月4、5日 アルカディア市ヶ谷） 
＊ 「教育創造」紙面にて報告（高田教育研究会発行） 

                                         
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
【新規校・継続校】   ■１５年度からの新規校   □１４年度からの継続校 

 
【学校規模】      □６学級以下        □７～１２学級 

■１３～１８学級      □１９～２４学級 
□２５学級以上 

 
【指導体制】      □少人数指導      □Ｔ．Ｔによる指導 

■一部教科担任制    □その他 
 
    【研究教科】            □国語       ■社会     □算数     □理科 
                            □生活       □音楽   □図画工作 □家庭 
                            □体育       □その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】      □有     ■無 
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